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1.研究背景および目的 

大学図書館では近年電子ジャーナル

（Electronic Journal,以下 EJ）の導入が

増える一方で，印刷版雑誌を購読中止する

傾向がある。 

印刷版雑誌の場合，提供・保存の場は図

書館の書架である。最新号が出ると図書館

に納品され，図書館員が書架の該当の場所

へ配架する。EJ の場合は，出版社等の運営

する Web 上のプラットフォームに各 EJ の

Web ページが存在し，最新号が出るとそこ

へアップロードされる。EJ の導入とは各図

書館がその Web ページへのアクセス権を購

入することである。つまり図書館にとって

は， EJ の Web ページへ永続的にアクセス

できる状態が，印刷版雑誌を書架上で提

供・保存するのと同等の状態といえる。 

永続的アクセスを可能とするには， EJ

の Web ページが存在し続け，常にアクセス

できる状態でなければならない。恒久保存

の観点から，プラットフォームとは別にア

ーカイブをつくる取組みはある。1)しかし，

日々内容が更新されるプラットフォームで

の EJ 提供状況の実態を報告する調査はほ

とんどない。プラットフォームは図書館の

書架と異なり，図書館員の管理が及ぶ範囲

ではなく，適切な提供状態を維持している

かは不明である。本研究は，プラットフォ

ーム上での EJ 提供状況が，刊行状況の変更 

 

に対応した適切な状態となっているかどう

かを明らかにすることを目的とする。 

 

2.調査 

2.1 調査対象  

 刊行状況の変更がプラットフォームに適

切に反映されているかどうかを判断するた

め，2006-2007 年にかけて刊行状況に変更

が生じ，且つ変更前後の 2006-2007 年間に

プラットフォーム上に存在した EJ を対象

とした。なお 2007 年に創刊された EJ，2007

年から新たに EJ 化された EJ は，2006 年に

はプラットフォーム上に存在しないため，

対象から除いた。対象 EJ の抽出には，2004

年にLee Van Orsdelの行った調査 2)を参考

とし，代表的な出版社 15 社の 2006 年と

2007 年の価格リストを用いた。15 社の内

訳は，Elsevier, Springer, Taylor & Francis, 

Blackwell, Wiley, Sage, Nature 

Publishing Group, Karger の商業出版社 8

社， AIP, ACS, APS, ACM, RSCの学協会

系の出版社 5 社，Cambridge University 

Press, Oxford University Pressの大学出

版社 2社である。これら 15社の 2006年に

取り扱った合計 6758誌，2007年に取り扱

った合計 7041 誌を出版社ごとに照合し，

2006-2007年間で増加した 495誌，減少し

た 112誌の合計 607誌を抽出した。これら

の 刊 行 状 況 の 変 更 内 容 を Ulrich’s 



periodicals directory や 出 版 社 の

Newsletter 等で特定し，2007 年に創刊お

よび EJ 化された EJ，対象の 15 出版社間

で移行した EJ の重複分，刊行状況の変更理

由が不明のものを除外し，最終的な調査対

象 EJは 303件となった。内訳は，「誌名変

更」27 件，複数の EJ がまとめられ新しい

誌名のもとに刊行される「統合」2 件，複

数の EJ が既存の EJ に組み込まれて刊行さ

れる「吸収」9 件，「廃刊」14 件，雑誌が

出版者を移る「移行」251 件である。1 誌

の EJ に複数の変更が生じている場合は，変

更の件数を重複して数えた。  

 

2.2 調査手順と結果の分類 

刊行状況に変更が生じた EJ は，廃刊以外

は基本的に，変更前である 2006 年までの

Web ページと，変更後の 2007 年からの Web

ページが存在する。対象抽出段階で得た情

報をもとに，対象 EJ の両方の Web ページに

アクセスし，以下の基準で実態を調べた。 

a. EJ の提供範囲（巻号，本文の有無） 

b. EJ の連続性（書誌変遷，巻号のつな

がり） 

調査は 2007年 9月～10月に行った。 

 

3.調査結果  

3.1 調査結果の概要 

 303 件中，EJ 本文がプラットフォーム上

に存在しない（「EJ 本文の消失」）が 19 件

(6%)，EJ 本文がプラットフォーム上に存在

するが何らかの事情でアクセスが困難とな

っている状態（「アクセス障害」）が 196 件

(65%)あった。刊行状況の変更内容別に発生

件数が全体に占める割合を第 1 表に示す。

「EJ 本文の消失」では 4 種類，「アクセス

障害」では 5 種類の提供状態があり，それ

らを図式化したのが第1図である。なおURL

が変更されていても，プラットフォーム上

に EJ 本文が存在すれば消失とはみなして

刊行状況の
変更内容
（件数）

EJ提供
タイプ*

EJ本文の消失の程度　（発生件数） 発生の割合
EJ提供
タイプ*

アクセスが困難な状態の内容　（発生件数） 発生の割合

EEEE
変更前誌と変更後誌の相互参照ができない
(2)

FFFF
前誌名を用いては，変更前誌と変更後誌の
両方にアクセスできない　(7)**

統合
(2)

- - 0% (0件) - - 0% (0件)

吸収
(9)

- - 0% (0件) EEEE
吸収前誌と吸収後誌の相互参照ができない
(3)

2% (3件)

廃刊
(14) AAAA 全巻号　(1) 5% (1件) - - 0% (0件)

BBBB 2007年以降の刊行分　(6) GGGG
2006年までのWebページから，
EJのどの号へもアクセスできない　(91)

CCCC 全巻号　(3) HHHH
2006年までのWebページから，
EJの一部の号へアクセスできない　(76)

DDDD
移行元が提供する最後の号と
移行先が提供する最初の号の間　(9) IIII

2007年からのWebページから，
EJの一部の号へアクセスできない　(17)***

計 100% (19件) 計 100% (196件)

*EJ提供タイプの詳細については第1図を参照

**うち2件は前誌Webページに「廃刊」と不正確な情報を表示
***以下の2種類の場合のみの発生件数　1)移行元の提供範囲が移行先の提供範囲を包含，2)移行先と移行元で相互に補完的にEJ本文を提供

第1表　刊行状況の変更内容別にみた提供状況　　(n=303)

EJ本文の消失 アクセス障害

誌名変更
(27)

- - 0% (0件) 5% (9件)

出版社間移行
(251)

95% (18件) 94% (184件)



いない。他社のプラットフォームへ移って

いる場合も同様である。 

 

3.2「EJ 本文の消失」の実態 

AタイプはEJの Webページ自体が存在し

なかったため，EJ 全号が消失していた。B

タイプは 2007 年からの取り扱い出版社（移

行先）にEJのWebページが存在しないため，

2007 年以降刊行の EJ が消失していた。C

タイプは，2006 年までの取り扱い出版社

（移行元）に EJ の Web ページがなく，移行

先には EJ の Web ページは存在するものの

EJ 本文がアップロードされてなかった。た

だし，うち 2件は移行先の EJ の Web ページ

に”Coming Soon”との記載があり，一時的

な消失の可能性もある。D タイプは，移行

元が提供する最後の号と，移行先が提供す

る最初の号の間が欠号状態となっていた。

抄録のみ存在する場合もあった

が，EJ 本文がないため欠号とみ

なした。A タイプの 1 件を除く

18 件は，いずれも雑誌の出版社

間移行で，移行元や移行先で適

切な提供がなされていないこと

が原因で生じていた。 

 

3.3「アクセス障害」の実態 

 E タイプは前誌名と後誌名と

でそれぞれの Web ページがある

が，両者とも誌名変更情報の明

示や，リンクづけがなく，相互

に参照できない状態だった。F タイプは前

誌名で提供されていた 2006 年以前の EJ も

後誌名の Web ページに含まれるが，前誌名

を用いて後誌名の Web ページへアクセスす

る手段（プラットフォーム内の誌名検索機

能など）がなかった。G タイプは移行元に

Web ページが存在せず，2006 年の状態から

連続して移行先の Web ページへアクセスで

きない状態であった。H,I タイプは全巻号

もしくは最大範囲の EJ へアクセスするた

めの情報明示やリンクづけが，Web ページ

になされていなかった。以上のようにアク

セス障害はプラットフォームの構造上の問

題が原因で生じていた。 

 

4.出版社の寡占化が EJ 提供状況に及ぼす

影響についての考察 

前誌WP

～2006年
のEJ本文

A

B

C

D*

後誌WP

2007年
のEJ本文

前誌WP

～2006年
のEJ本文

後誌WP

～～～～2007年年年年
のEJ本文

移行元WP

～2006年
のEJ本文

移行先WP

～～～～ 2007年年年年
のEJ本文

WP

～2006年
のEJ本文

移行元WP

～2006年
のEJ本文

移行先WP

2007年
のEJ本文

移行元WP

EJ本文なし

移行先WP

EJ本文本文本文本文
なしなしなしなし

移行元WP

～～～～2000年年年年
のEJ本文

移行先WP

2007年年年年
のEJ本文

移行元WP

1990～
2006年

のEJ本文

移行先WP

2007年
のEJ本文

移行元WP

1990～～～～
2007年年年年
のEJ本文

移行先WP

2007年年年年
のEJ本文

EJ本文本文本文本文のののの消失消失消失消失 アクセスアクセスアクセスアクセス障害障害障害障害

：プラットフォーム(PF)

：EJのWebページ（WP）

E

F

G

H*

I*

：WP間の関連づけの向き

* D,H, I の2タイプの図中のEJ本文提供範囲は例であり，タイトルによって提供範囲は異なる

第1図 プラットフォーム上でのEJ提供タイプ

前誌名前誌名前誌名前誌名

PF上にWPなし

・移行先PF上にWPなし
・移行元PF上は2006年

以前のEJ本文のみ

・移行元PF上にEJ本文
なし

・移行先PF上にWPある
がEJ本文なし

移行元と移行先間
のEJ提供範囲に

欠号あり

・EJ本文が前誌WPと後
誌WPに分割

・前誌WPと後誌WPの
関連づけなし

・EJ本文が後誌WPに存在
・前誌WPなし

・前誌名を用いて後誌WP
へアクセスする手段なし

・移行先WPにEJ本文あり

・移行元PF上にWPなし

・EJ本文の提供範囲は
移行先が移行元を包含

・移行元WPから移行先WP
へ関連づけなし

・EJ本文の提供範囲は
移行元が移行先を包含 / 補完関係

・移行先WPから移行元WPへ関連
づけなし



調査対象の83% (251/303件)が出版社間を

移行した EJ とはいえ，これらが「EJ 本文

の消失」の 95%(18/19 件)，「アクセス障害」

の 94%(186/196 件)も占めていた(第 1 表)。

出版社間移行の 251 件を，出版社間移行の

種類別に調査結果を細分化した（第 2 表。

第1表のEJ提供タイプB,C,D,G,H,I部分に

対応）。出版社の種類で見た場合，もっとも

発生の割合の少ない，「大手 15 社→大手 15

社」での移行でも，移行した EJ の 45%でア

クセス障害が生じ，「買収」された EJ では

100%にのぼった。出版業界は大手による寡

占化傾向にあり，「買収」される EJ 数が増

加すれば，アクセス障害がさらに増加する

可能性もある。出版社間移行で生じる問題

を解決する取組として Transfer3)があるが，

出版社の協力に大きく依存するものであり，

事態解決にどの程度寄与するかは未知数で

ある。 

 

５．まとめ 

プラットフォーム上で，「EJ本文の消失」

と「アクセス障害」生じ，刊行状況の変更

に応じた適切な提供がなされていない状態

が存在することが判明した。一度図書館で

所蔵されればそこに固定される印刷版雑誌

と異なり，提供場所や提供形態に流動性が

あるのは EJ 特有の問題で，永続的アクセ

スを不安定にする要因であると考えられる。 

 本調査は，代表的な 15 出版社の EJ で，

刊行状況に変更のあった 303件という限定

された範囲で行った。しかし EJ の大部分

は刊行状況の変更はなく，図書館が導入す

る EJ は出版社に限らずアグリゲーター経

由のものも相当数ある。また本調査では購

読機関のアクセス権を考慮しなかったが，

出版社間移行でアクセス権のないプラット

フォームへEJが移ればEJ本文の消失も起

こり得る。EJ提供状況の実態をより正確に

把握するためには，これらも調査対象とす

ることが必要となるであろう。 
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大手15社** → 大手15社　　　　(33) 4 　(22%) 15 　(8%) 12% (4/33件) 45% (15/33件)

大手15社以外 → 大手15社　　　　(103) 7 　(39%) 71 　(39%) 7% (7/103件) 69% (71/103件)

大手15社 → 大手15社以外　(17) 4 　(22%) 12 　(7%) 24% (4/17件) 71% (12/17件)

買収　(40) 大手15社以外 → 大手15社　　　　(40) 0 　(0%） 40 　(22%) 0% (0/40件) 100% (40/40件)

出版事業提携　(58)* 大手15社以外 → 大手15社　　　　(58) 3 　(17%) 46 　(25%) 5% (3/58件) 79% (46/58件)

18 　(100%) 184 　(100%) 7% (18/251件) 73% (184/251件)

*出版事業提携とは，移行元でも移入先と並行して2007年以降も引き続きEJを提供し続ける状態
**大手15社とは，本調査で対象とした15出版社を指す

雑誌単独で
出版社を移る

(153)

第2表　出版社間移行のあったEJの提供状況　(n=251)

計  (251)

出版社間移行の種類別
発生の割合

EJ本文の消失 アクセス障害

EJ本文の消失
発生件数

アクセス障害
発生件数

移行元 移行先→出版社間移行の種類


